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1.はじめに
かしばる せふり

樫原湿原は,北部九州の脊振山地西部の東松浦郡七山村池原の標高 591m 地点に

位置している (図 1).この付近には大小の湿原が点在しているが,樫原湿原はそ

の中でも最も保存状態が良く,1976年に県自然環境保全地域に指定された (佐賀県

保健環境部保全課,1991;上赤,1995).しかしながら,これらの湿原については,

成立年代など不明な点が多く残されていた.筆者らは,樫原湿原の成因を明らかに

すると共に,隣接する富士町上無津呂から出土した埋没樹木群 (Okunoetal.,2001;

奥野ほか,2001)が生えていた中期完新世の環境変化を知ることを目的として,2003

年4月にボーリング ･コア試料を採取した.本稿では,得られたコア試料の層序お

よび 14C 年代を報告する.
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2.コア試料の層序

ボーリング地点は,北緯 330 24′44",東経 130 0 9′38〝である (図 1).こ

の周辺の地質は,白亜紀に貫入した深江花園岩からなる (唐木田はか,1962).コ

ア試料は,遠藤サイエンス社製のピート･サンプラーを使用して深度 25cm ずつ採

取した.

図2にボーリング･コア試料の柱状図を示す.コア試料は深度 100 cmから425cm

までのコア長325cmで,全部で24層に区分できる.深度 111cm～161cmにかけて,

シル トから中～粗粒砂へと徐々に粒度は大きくなる.深度 161cm～163cmで砂質シ

ルトとなり,深度 163cm～175cmまで中～粗粒砂と粒度が増す.深度 175cm～231cm

までは腐植質シルトが続く.このシルト層の下部 (深度 193cm～231cm)からは,

昆虫化石が比較的よく産出する.深度231cm～256cmにおいては中～粗粒砂となり,

深度256cm～266cmまではシルトへと変化する.深度266cm～300cmでは,再び

中～粗粒砂がみられ,深度 300 cm～350cmまでシルトとなるが,深度 425cmまで

徐々に粗粒化する.

堆積物密度および炭素 ･窒素含有量を測定するため,体積7cm3 (層厚2.2cm)の

キュービックを用いて,8cmまたは9cm間隔で計39点採取した.また,1℃ 年代測

定のための試料として,深度222cmと442cmの2層準から泥炭質堆積物を採取した.

3.堆積物密度および炭素 ･窒素含有量

採取した試料の湿潤重量を計量した後,定温乾燥器中で 60℃,48時間以上乾燥さ

せて乾燥重量を測定して堆積物密度を算出した.乾燥させた試料をメノウ乳鉢で粉

砕し,福岡大学理学部の元素分析装置 CN コーダー (ヤナコ分析工業,MT-700)を

用いて,炭素含有量 (C%) ･窒素含有量 (N%)を測定した.

堆積物密度,C%および C/N比を図3に示す.堆積物密度とC%は,逆送関を示し

ている.層相から判断すると,C%の変動は周囲からの砂粒の流入量によって決まる

ものと考えられる.C/N 比から有機物の起源を推定することができる (例えば,中

井ほか,1982).深度4mから2mまで徐々に減少しており,この間,試料採取地

点では湿原から池沼的な環境に移行したことを示唆する.深度 2m 以浅では,C/N

比が増加することから,高等植物起源の影響が強くなったと考えられる.すなわち,

この地点ではこの層準から現在のような湿原環境になったと推定される.

4.1℃ 年代

14C年代の測定には,名古屋大学に設置されているHVEE社製のタンデトロン加速

器質量分析計 (Nakamuraetal.,2000)を用いた.2層準の泥炭質堆積物からピンセ

ットを用いて植物細片を取り出し,植物細片とその残りの泥炭質堆積物について 14C

年代を測定した.得られた植物片は,針状 ･繊維状のものが多く含まれている.ま

た,泥炭質堆積物には,より細かな植物片が残っている.すべての試料は,酸-ア
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図2 ボーリング ･コア試料の柱状図

-159-



ルカリー酸 (AAA)処理を施し,酸化銅と共にバイコール管に真空封入して約2時

間 850℃に加熱した･生じた気体を真空ライン中で精製して二酸化炭素 (co 2) を得

て,Kitagawaetal.(1993)の水素還元法によりグラファイト･ターゲットを作製し

た.14C濃度の標準体は,NIST穆酸HoxIIを用いた.

表 1および図4に測定結果を示す.得られた4点の14C年代は300～855BPであり,

同層準の植物片に比べて,泥炭質堆積物の全有機態炭素の方が系統的に古い年代を

示す.一般に,堆積物中の有機態炭素の一部は,周辺の地層に含まれていた有機物

を起源とする可能性がある.地層に含まれる有機物は,その場所の生物活動で生産

された有機物に比較して古いため,堆積物中の有機態炭素は,実際の堆積年代より

も古い値を示す可能性がある.一方,湿原植物は根を深く伸ばすので,植物片は実

深度 柱状図
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図3 樫原湿原のボーリング･コア試料の堆積物密度,炭素含有量,C/N比

堆積物密度と炭素含有量 (C%)は,逆相関を示す.深度 2m 以浅

のC/N比は,高等植物起源の有機物の影響が強くなったことを示す.
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表 1 樫原湿原のボーリング ･コア試料の14C年代

測定番号

(NUTA2-)

5777

5778

5623

5779

深度 試料の種類 ∂13C 14C年代

(cm) (‰) (BP)

222 植物細片 -29.2 3(氾士30

222 泥炭質堆積物 -28.5 440±30

442 植物細片 -23.2 720士25

442 泥炭質堆積物 -26.8 855士30

(
tH
3
)

髄
皆

H■H 植物細片 ★

0 泥炭質堆積物の全有機態炭素

/I

ト● H 0
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14C 年代 (BP)

図4 樫原湿原のボーリング ･コア試料の14C年代

同層準の植物細片は,泥炭質堆積物の全有機態炭素に比

べて,系統的に若い年代を示す.
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際の堆積年代よりも若い年代を与える可能性がある.深度と1℃ 年代の関係を地表面

へ外挿すると,泥炭質堆積物の全有機態炭素の方が原点を通る (図4).

5.おわりに

今回得られた年代は,予想よりも若い値を示したため,当初目的としていた中期

完新世の環境変遷史を明らかにすることはできなかった.泥炭質堆積物の全有機態

炭素の 14C 年代値を採用し,Stuiveretal.(1998)のデータセットを用いると,深度442

cmで約800calBPの暦年代となる.すなわち,このコア試料は,中世以降の環境変

化を鋭敏に記録している可能性がある.この時代では,人間活動による影響を受け

ていると考えられ,さらには,樫原湿原の成因が人為であるという可能性も出てき

た.これらのことをふまえて,現在,植物遺体,昆虫および珪藻化石の分析を進め

ているところである.これらについては稿を改めて報告する予定である.
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AbstracI

TheKashibaruMarshislocatedonSefuriMountainsinnorthernKyushu,Japan･In

ordertorevealtheonglnOfthemarsh,wecollectedtheGoredsamplesfrom 100cmto425

cmbelowsurface,usingPeatSamPler･Thispaperpresentshereresultsof14cdating,deposit

densltyandcarbonandnitrogencontentsofthedrillingcore.Wepickedupthepeatydeposit

fromtwohorizons(222cmand442cmbelowsurface),andthenseparatedtwofractions(i.e.

plantresidueandtotalorganiccarbon).Totallyweobtainedfour14c ages,andrecognized

systematicgapbetweentwofractions.Thecalibratedageat442cmbelowsurfaceisabout

8∝)GalBP(calAD 1150).Thisageshows血atthemarshisprobablycausedbyb.um弧

activity.

Keywords:KashibaruMarsh,14cage,depositdenslty,Carbonandnitrogencontents
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